
2025 年 5月 20日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名称…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 

サービス種類…地域密着型小規模多機能型居宅介護 

会議開催日…令和 7年  5月  16日 

開催場所…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 

出席者 

事業所 3人 利用者 0人 

利用者家族 0人 地域代表者 2人 

松江市職員 0人 包括支援センター 1人 

知見を有する者 0人 その他（         ） ０人 

議事 

活動状況報告 

1．利用状況（4 月分）5 月 16 日現在：28 名の登録利用者 （男性 11 名  女性 17 名）                 

要支援１・・0名 要支援２・・0名 要介護１・・7名 要介護２・・10名 要介護３・・5名   

要介護４・・2名 要介護５・・4名 申請中 ・・0名 

    平均要介護度 2.57   平均年齢：86.47歳  宿泊稼働率：99.63％ 

   ＊現在入院中・・0名 

   サービス終了者：3月 1名 4月 2名 

   新規利用者  ：3月 1名 4月 1名  

  ＊ 別紙にてサービス利用状況、過少サービスについて個々利用者の状況説明を行い、了承を得る。 

  ＊ 連泊利用者 2名 （施設入所待ち 2名、） 

2．小規模活動報告  

 職員が作成しているお便りを見ていただきながら活動内容を説明しています。 

       3月 ひな祭り お花見ドライブ すまいる健康くらぶ（脱水について）    

4月 お花見会 お花見ドライブ 

お雛様を利用者様に出していただき、昔の事を話ししながら楽しんで作業しておられました。 

すまいる健康くらぶでは、脱水についての話を真剣な様子で聞いておられました。 

 テラスからの桜を皆さん心待ちにしていましたので毎日がお花見でした。 

 民生委員さんたちが提灯を付けて下さっていますので、近隣の方も散歩をしながら 

 お花見を楽しんでおられました。 

 

 誕生会  誕生日当日か前日までの近いところで来所された日に誕生会を行い、 

写真付きの手作り色紙をプレゼントし、誕生ケーキやご本人の好きなものでお祝いをする。 

 

 

 

 みんなで調理： 3月 ナポリタン   4月 おにぎり＆ホタテ焼き 

 手作りおやつ： 3月 イチゴ大福   

  ナポリタンはホットプレートで作りましたが。普段無いものはみなさん喜んで召し上がられます 



  おにぎりを利用者様に握っていただくときに様々な具材から好きなものを選んで握っていただきまし 

た。おかずとして炭をおこして殻付きのホタテを男性利用者様に焼いていただきました。 

炭をおこすところからずっと火の傍を離れずに全員分のホタテを焼いてくださいました。 

3．ヒヤリハット、事故報告について（3・4月集計分） 

  ヒヤリハット： 合計 16件 

  3月の対策：お返しする連絡袋の中に他の方の塗薬のセットが入っていた。使用した後 

        戻す袋を間違っていた。  

 4月の対策：受診後に血圧の薬が追加された利用者様がいたが、家族様の都合で後日持ってこられた 

      その追加薬が持ってこられた日の薬に付いていなかった  

  ＊ヒヤリハットに関しては起きた当日の終礼や翌朝の朝礼で情報共有を行い全員に周知しています。 

1か月分を拠点会議の中で再度共有し、重要なものは再発防止会議を行います。 

           

  事故報告： 3月・・0件 

4月・・0件 

事故・苦情が起きた時には再発防止のための対策会議を行い同じことが起こらないように振り返りを行い、

検証します。 

 〇身体的拘束等適正化委員会について 

  現在、件数は 0件。玄関や窓を日中は施錠をせずに過ごしている事、職員がいなくなる時間帯は 

  防犯上の理由で外部からの侵入防止で施錠している事を説明。外に出たくなる利用者様には 

  職員が一緒について外を歩いたり、畑の草抜きをしたりして気持ちを切り替えれるように支援していま

す。と説明 

 「毎回色々な工夫をしている事を聞くとそこまでするんだなと感心して聞いています」と言われました 

   

4．年間行事計画について 

  一年間の行事の計画を説明加えて民生委員さんからも地域への関りを継続していけるように 

  津田小学校の七夕飾りの参加や運動会で地域の高齢者テント設置の予定、津田公民館での 

  文化祭へのお誘いもしていただきました 

5，情報、意見交換 

  初めて参加された包括支援センター様から「テラスがあり、桜が咲く時期以外でも自然がすぐ 

  傍にある事で、季節を感じていただけてとてもいいですね」と言っていただきました。 

  裏の畑で季節の野菜を育てる事は民生委員さんに大変お世話になっています。 

  今が何月なのか答えられない利用者様でも野菜が採れたと見せてあげる事ができることで 

  「もうそんな季節か・・」という言葉も聞こえてくる。肌で季節を感じて頂けるように 

  今後も続けていきたい 

  民生委員さんから「津田社協と施設の繋がりがほとんどない。プロのノウハウを活かして繋がっていけ 

  ると良いのに、例えば年に一回でも事業所の代表さん達と集まって意見交換するような事が 

  できると良いなと考えている」という意見がありました。 

   ＊次回運営推進会議：令和 7年 7月 16日（水） １０時～予定 

            

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 



 


